
【 上 用 水 ( 上 用 水 堰 ) 】

用 水 位 置 図

取水の始まりは不明であるが、下流にある矢来堰と深い繋がりがある用水である。矢来堰
と同様に、寛政10年に上流受益者と一大紛争が生じ、当時の評定所の中立により協定(水車
堰済證文)を締結することになった。堰の構造は蛇篭と捨石の複合構造で、堤外水路には余
水吐が設けられ、土砂吐と地区内用水との調整を図っている。度々台風等による洪水時に被
害を受け災害復旧を行い現在に至る。本用水の樋管はレンガ造樋管が多く存在している。

管　理　者 受益地域上用水堰土地改良区 東松山市
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用 水 施 設 写 真

堰 堤外水路

東松山市石橋地先 東松山市下青鳥地先

東松山市葛袋地先

東松山市葛袋地先

上用水 矢来堰付近

東松山市葛袋地先

余水吐 高畑樋管

東松山市葛袋地先
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